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2015年秋季年会において、我々は、COMINGで取得した棒渦巻銀河NGC 2903の 12CO(1−0)および 13CO(1−0)
マップを示し（柳谷ほか）、さらに IRAM/HERACLESによる 12CO(2−1)マップを組み合わせて導出した、分子
ガスの物理状態についての報告を行った（武田ほか）。今回、視線速度のずれを考慮したCOスペクトルのスタッ
キング解析を行うことで、CO輝線強度比と分子ガスの物理状態を高い精度で導出できたので、それを報告する。
まず、NGC 2903を 9つの領域（中心、南北それぞれのバー、バーエンド、渦巻腕、および腕間領域と円盤外縁

部）に分け、各領域においてCOスペクトルのスタッキングを行った。これにより、各COスペクトル（特に 13CO）
のS/Nを劇的に改善し、2つの輝線強度比：12CO(1−0)/12CO(2−1)（R2−1/1−0）および 13CO(1−0)/12CO(1−0)
（R13/12）を高い精度で得た。Large Velocity Gradient近似に基づき、R2−1/1−0 と R13/12 から分子ガスの密度
（nH2

）を計算すると、NGC 2903の中心では nH2
= 3700 cm−3 という高い値を得たが、それ以外の領域では

nH2
= 1000 − 2000 cm−3程度であった。さらに我々は、各領域での星形成効率（単位ガス質量あたりの星形成

率）を計算し、nH2
が星形成効率とよく相関することを見出した。これは、分子ガス密度（もしくは高密度ガス

存在比）が星形成効率を支配するという、従来のHCNや high-J COの観測から得られた結果を支持する。


